
フトウェア編 


Express 5800シリーズ用に用意されているソフトウェアについて説明します。 


添付の CD-R 〇 M について （—186ページ） .E x p r e s s サーバに添付の C D - R 0 M 

「EXPRESSBUILDER」 に収められてし、るソフト 
ウェアについて紹介します。 

EXPRESSBUILDER(—187 ページ） . セットアップツール 「EXPRESSBUILDER」 につ 

いて説明します。 

Mylex DAC コンフィグレーシヨン 

ユーティリティ 193ページ） .N 8503 -44 オプションボードを使った Mylex 

ディスクアレイシステムを詳細に設定すること 
ができるユーティリティ 「Mylex DAC コンフィ 
グレーシヨンユーティリティ」について説明しま 
す。 


N 8103 -52 オプションボード Mylex ディスクア 
レイシステムを詳細に設定することができる 
ユーティリティ 「Mylex DAC コンフィグレー 
ションユーティリティ」について説明します。 

Exp 「 essPicnic (— 197ページ） . シームレスセットアップ用パラメータディスク 

(セットアップパラメータ FD) を作成するツール 
「ExpressPicnic」 について説明します。 

Express 本体用バンドルソフトウェア （—206ページ）.… Express サーバにインストールするバンドルソフ 

トウェアについて説明します。 

管理 PC 用バンドルソフトウェア （—235ページ） .Express サーバを監視 • 管理するための管理 PC 

にインストールするバンドルソフトウェアについ 
て説明します。 


RAID EzAssist コン フイ グレー シ ヨン 
ユーテイリテイ （― 195 ページ） . 


ONL -072 bN -1 IOEe /110 EeS -000-03-0201 
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添付の CD-ROM について 

添付の CD-R 〇 M 「 EXPRESSBUILDER TM 」 には 、 Express サーバを容易にセットアップするためのユーティ 
リティや各種バンドルソフトウェアが収録されています。これらのソフトウェアを活用することにより、 
Express サーバの機能をより多く引き出すことができます。 

11-0 CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 は、 Express サーバの設定が完了した後でも、 0 S の再 
インストールや bios のアップデートなどで使用される機会があります。なくさないように 
大切に保存しておいてください。 



• Mylex DAC コンフィグレーション 
ユーティリティ* * (193 ページ） 

• Global Array Manager Server * (212 ページ） 
• 自動クリーンアップツール* (218 ページ） 

• Array Recovery Tool * (220ページ) 

• FastCheck (221 ページ） 


システム管理ユーテイリテイ 


ESMPRO/ServerAgent (206 ページ） 
エクスプレス通報サービス （224 ページ） 
システム診断ユーティリティ （245 ページ) 


ープデバイス管理ユーティリテ- 


テープ監視ツール （227 ページ) 


Express 5800/ I lOEeS ではサボートしていません。 


ディスクアレイ管理ユーティリティ 


Global Array Manager Client (235 ページ） 


■: • ビルド • トウ•オーダで購入した装置のハードディスクには電源管理をする次のユー 

[■^1 ティリティがインストールされている場合があります。それぞれのぺージを参照して 

セットアップをしてくださし、（これらのユーティリティは EXPRESSBUILDER の中には 
含まれていません）。 

- ESMPR 〇 /UPSController Ver . 2.1(229 ぺージ参照） 

— PowerChute plus Ver . 5.1 1 J /5.2 J (233 ぺージ参照） 

• N 8103 -52 ディスクアレイコントローラのディスクアレイに関する設定は、ボード上の 
チップに搭載されたユーティリティ 「 RAID EzAssist 」 を使用します。ユーティリティは 
Express サーバの電源を〇 N 後に始まる P 〇 ST の間に起動させることができます。起動や 
操作に関する詳細はオンラインドキュメントをご覧ください。 


H -〇 EXPRESSBUILDER には 「 MWA 」 という管理ユーティリティがありますが、本装置ではサ 
ポートされていません。 
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EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 Express 5800シリーズに接続されたハードウェアを自動検出して処理を進める 
セットアップ用統合ソフトウェアです。 EXPRESSBUILDER を使ったセットアップの際にはハードウェア 
の構成を運用時と同じ状態にしてください。 


起動メニューについて 


EXPRESSBUILDER には2つの起動方法があります。起動方法によって表示されるメニュー 
や項目が異なります。 

• EXPRESSBUILDER CD-ROM からブート ( 起動)する 



EXPRESSBUILDER を Express サーパの CD - 
R 〇 M ドライブにセツトして起動し、 
EXPRESSBUILDER 内のシステムから起動す 
る方法です。この方法で Express サーバを起 
動すると右に示す 「 EXPRESSBUILDER トッ 
プメニュー」が表示されます。 

このメニューにある項目から Express サーバ 
をセツトアップします。 



ソ 

フ 

卜 

ウ 

ェ 

ア 

編 


H-0 • Express サーバ以外のコンピュータおよび EXPRESS 巳 UILDER が添付されてい 

た Express サーノ（以外の Express 5800シリーズで起動しないでください。故障 
の原因となります。 

• メニューの「シームレスセットアップ」を実行するとあらかじめインス!-ールされて 
いる OS を消去します。 OS もインスI-ールし直す必要があります。 


EXPRESSBUILDER トップメニューにつし、てはこの後の 「 EXPRESSBUILDER トップメ 
ニュー」を参照してください。 

Windows が起動した後に EXPRESSBUILDER をセツトする 


Windows 95/98/ Me 、 または Windows 
2〇〇〇 、 Windows NT 4.〇が起動した後に、 
EXPRESSBUILDER を CD-ROM ドライブ、に 
セツトするとメニューが表示されます(右図 
参照)。表示されたメニューダイアログボツ 
クスは「マスターコントロールメニュー」と呼 
びます。 

マスターコントロールメニューについてはこ 
の後の「マスターコントロールメニュー」を参 
照してください。 
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EXPRESSBUILDER トップメニ 


EXPRESSBUILDER トップメニューはハードウェアのセットアップおよび 0 S (オペレーティ 
ングシステム）のセットアップとインス I -ールをするときに使用します。 

起動 

次の手順に従って EXPRESSBUILDER トップメニューを起動します。 

1. 周辺装置、 Express サーバの順に電源を〇 N にする。 

2. Express サーバの CD-ROM ドライプへ CD-ROM「EXPRESSBUILDER 」をセットする。 

3. CD-R 〇 M をセットしたら、リセットする （<Ctrl> + <Alt> + く Delete〉 キーを押す）が、電源を 
〇 FF/ON して Express サーバを再起動する。 

CD-R 〇 M がらシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 


キーポードの選択 

EXPRESSBUILDER を初めて起動する 
と、キーボードの選択メニユーが現れま 
す。購入したシステムで使用するキーボー 
ドを選択してください。なお、このメ 
ニューは、1度設定を行うと以降は表示さ 
れません。 


I Express 5800シ U- ズ EXPRESSBUILDER Ver2.xxx-x Copyright(C) NEC Corporation 2001 1 



| [キ-ポ-ド選択] 




英語キーボード 



■： 1度設定を行った後、キーボードの設定を変更したい場合は、 EXPRESSBUILDER 起動中 

(画面中央部に 「 EXPRESSBUILDER 」 のロゴ表示があるとき）に< K > キーを数秒間押してく 
- ださい。画面にキーボード選択画面が現れ、キーボードの再設定ができます。 


EXPRESSBUILDER が起動すると、以下のような EXPRESSBUILDER トップメニューが現 


れます。 



シームレスセツトアップ 



セットアップパラメータ FD の情報を参照して、切れ目なく（シー 
ムレスに）セットアップを行います。〇 S の再インストールを含 
むセツトアップを行う場合、こちらのセツトアップ方式を選択 
してください。 


ツール 


EXPRESSBUILDER に収められている各種ユーテイリテイを 
個別に起動し、オペレータによるセットアップを行います。 
また、インストール済み〇 S に影響を与えることなくセツト 
アップを行うことができます。 


ヘルプ 


Si 終了 


，ノ 

■は 


EXPRESSBUILDER について説明しま EXPRESSBUILDER の終了® j 面 

す。セットアップを実行する前に一通 が'&ノ下$れ 

り目を通しておくことをお勧めします。 
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シームレスセットアップ 

「シームレスセットアップ」とは、ハードウェアの内部的なパラメータや状態の設定から〇 S 
(Windows 2000 - Windows NT 4 .0) 、各種ユーティリティのインス I ルまでを添付の 
CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップできる 
Express 5800シリーズ独自のセットアップ方法です。 

購入時の状態と異なるハードディスクのパーティション設定で使用する場合や OS を再イン 
ス I -ールする場合は、シームレスセットアップを使用すると煩雑なセットアップをこの機能 
が代わって行います。 

「シームレスセツトアップ」を選択すると、〇 S のインストールを開始します。 


「シームレスセットアップ」は最初からのセットアップであることを前提としているた 
め、実行すると八ードディスクの内容が失われることがあります。 

セツトアップを開始したら、完了するまで本体の電源を OFF にしないでください。 


ソ 

ツールメニュー 

ツールメニューは、 EXPRESSBUILDER 
に収められている各種ユーティリティを 
個別で起動し、オペレータが手動でセッ 
トアップを行います。「シームレスセット 
アップ」では自動設定できない設定や、よ 
り詳細に設定したい場合などに使用して 
ください。 

また、システム診断やサポートディスクの作成、保守用パーティションの設定を行う場合 
も、ツールメニューを使用します。次にツールメニューにある項目について説明します。 

• ディスクアレイコンフィグレーションユーティリティ 


I Express 5800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver2.xxx-x Copyright(C) NEC Corporation 2001 1 


ツールメニュー 

RAID] ン K 1- ラ：検出 
サ - ir マネ-シ"メン MT - ド：なし 



保守用ハ。■ティシヨン：あり 
システム]刀イグレ-シヨン：なし 

コンフィグレーシヨン情報のセーブ/リストア 

システム診断 

サボートディスクの作成 

保守用ノ v °— ティシヨンの設定 

各種 BI0S/FW のアップデート 

ヘルプ 

トップメニューに戻る 


このメニューは Mylex ディスクアレイコント□—ラが接続されているときに表示されます。 

メニューを選択すると確認メッセージが表示されます。表示されたメッセージに従って 
操作してください。このメニューからはユーティリティを起動することはできません。 

• コンフィグレーション情報のセーブ/リストア 

このメニューは PR 〇 MISE ディスクミラーリンク'コント□—ラが接続されているとき表示 
されます。 


ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフロッピーディスクに保存また 
は、フロッピーディスクから復元することができます。 

—コンフィグレーション情報のセーブ 

フロッピーディスクにコンフィグレーション情報を保存します。フォーマット済みの 
フロッピーディスクを用意してください。 

-コンフィグレーション情報のリストア 

フロッピーディスクからコンフィグレーション情報を復元します。「コンフィグレー 
シヨン情報のセーブ」で作成したフロッピーディスクを用意してください。 
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• システム診断 


本体装置上で各種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を 
検査します。システム診断を実行すると、本体装置に応じてシステムチェック用プログ 
ラムが起動します。245ページを参照してシステムチェック用プログラムを操作してく 
ださい。 


• サボートディスクの作成 


サポートディスクの作成では、 EXPRESSBUILDER 内のユーティリティをフロッピー 
ディスクから起動するための起動用サポートディスクやオペレーティングシステムのイ 
ンストールの際に必要となるサポートディスクを作成します。なお、画面に表示された 
タイトルをフロッピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易です。 

サポートディスクを作成するためのフロッピーディスクはお客様でご用意ください。 

- Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 

Windows 2000をインス I ルするときに必要となるサボートディスクを作成しま 
す（「シームレスセットアップ」でインス I -ールする場合は必要ありません）。 

- Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 

Windows NT 4.0 をインストールするときに必要となるサポートディスクを作成し 
ます（「シームレスセットアップ」でインストールする場合は必要ありません）。 

- MS-DOS 起動ディスク 


MS-DOS システムの起動用サポートディスクを作成します。 


-ディスクアレイコンフィグレーションユーティリティ 

Mylex ディスクアレイコント□—ラ （ N 8503 -44) 専用です。ディスクアレイコンフィ 
グレーションユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 

-インス I ルシステム（セットアップ用 MS - DOS ) 

NetWare をインストールするためのセットアップ用フロッピーディスクを作成します。 

—システム診断ユーティリティ 

システムチェックプログラムの起動用のサポートディスクを作成します。 

• 保守用パーティションの設定 

ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができます。保守用 
パーティションが作成されていないときは「保守用パーティションの作成」以外の項目は 
表示されません。保守用パーティションの詳細については、8ページを参照してくださ 
い0 

| «-〇 「保守用パーティションの設定」の各項目を実行している間は、 Express サーバをリセッ 
卜したり、電源を OFF にしたりしないでください。 

-保守用パーティションの作成 

16 MB 程度の領域を内蔵ハードディスク上へ確保し、続けて各種ユーティリティの 
インス!-ールを行います。すでに保守用パーティションが確保されている場合は、各 
種ユーティリティのインストールを行うことができます。 



—各種ユー丁ィリアィのインストール 

各種ユーティリティ共通部を CD - R 〇 M から保守用パーティションへインストールし 
ます。 


- FDISK の起動 

MS - DOS システムの FDISK コマンドを起動します。パーティションの作成/削除など 
ができます。 


• 各種 BIOS / FW のアップデート 


インターネットで配布される「各種 BI 〇 S / FW のアップデートモジュール」を使用して、 
Express サーバの BIOS / FW (ファームウェア）をアップデートすることができます。「各 
種 BI 〇 S / FW のアップデートモジュール」については、次のホームページに詳しい説明が 
あります。 

『58番 街』： http :// express 5800. com / 



各種 BI 0 S / FW のアップデートを行う手順は配布される「各種 BI 0 S / FW のアップデートモ 、二 
ジュール」に含まれる 「 README . TXT 」 に記載されています。記載内容を確認した上で、 卜 

記載内容に従ってアップデートを行ってください。 「 README . TXT 」 は Windows NT の ^ 

メモ帳などで読むことができます。 ア 

編 

I H -〇 BI 0 S / FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしないでくださ 
し〗。アップデート作業が途中で中断されるとシステムが起動できなくなります。 


• ヘルプ 

EXPRESSBUILDER の各種機能に関する説明を表示します。 

• トップメニューに戻る 

EXPRESSBUILDER トップメニューを表示します。 
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マスタ _ コントロールメニ 


Windows 95/98/ Me 、 または Windows 2〇〇〇、 
Windows NT 4.0 が動作しているコンピュータ上 
で添付の CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 をセッ 
卜すると、「マスターコント□ールメニュー」が自 
動的に起動します。 


■: システムの状態によっては自動的に起動しな 

[ tW ] い場合があります。そのような場合は、 CD - 
R 〇 M 上の次のファイルを エクスプローラ 等 
から実行してください。 

¥ MC ¥1 ST.EXE 

マスター コント ロー ル メニューからは、 Windows 95/98/ Me、Windows 2000 , 
Windows NT で動作する各種バンドルソフトウェアのインス I ルやオンラインドキュメン 
卜を参照することができます。 

^ オンラインドキュメントは HTML 文書で記述されています。オンラインドキュメントを参照 
する前に、あらかじめご使用のオペレーティングシステムへ HTML ブラウザをインストール 
しておいてください。また、 HTML 文書がブラウザに正しく関連付けられていないとファイ 
ルが開けないときがあります。そのようなときは262ページを参照して関連付けを再設定し 
てください。 

オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式の文書で提供されているものもあります。こ 
|レ、 jT | のファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の Acrobat Reader がインス 
卜ールされている必要があります。 Acrobat Reader がインストールされていないときは、 
はじめに[ソフトウェアのセットアップ]の [Acrobat Reader ] を選択して、 Acrobat Reader 
をインストールしておいてください。 

マスターコン ト ロール メニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、右クリックで現れるポップアップメニューから行います。 

n-O • CD - ROM をドライブから取り出す前に、マスターコント□ールメニューおよびメ 
匿^ ニューから起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてくださ 

い。 

• メニューにある 「 MWA 」 という管理ユーティリティは本装置ではサボートされていませ 
ん〇 
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Mylex DAC コンフイグレーシヨンユーテイリテイ 


Mylex DAC コンフィグレーションユーティリティは、オプションの N 8503 -44 ディスクアレイコント□— 
ラを使った Mylex ディスクアレイコント□—ラ（以降「アレイコントローラ」と呼ぶ)およびディスクアレイ 
システムを構築するハードディスクに対して詳細な設定 • 制御をするためのソフトウェアです。 



Express 5800/ II OEeS ではこのソフトウェアをサポートしていません。 


本ユーテイリテイの使用制限 


通常、ディスクアレイシステムは EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」でセット 、 
アップし、おもに Global Array Manager で管理 • 保守します。本ユーティリティは、次の 、ち 

よラな限られた場合でのみ使用します。 卜 

ウ 

• オプションの N 8503-44 ディスクアレイコントローラに対してシームレスセットアップ ^ 

では設定できないような複雑なディスクアレイシステムを設定するとき 4 

• オペレーティングシステムが起動しないような致命的な障害が発生したとき 


使用上の注意 


Mylex DAC コンフィグレーションユーティリティを使用する前にお読みください。 

• このユーティリティはオプションの N 8503 -44 ディスクアレイコントローラに接続され 
たハードディスクに対してディスクアレイを構築するためのものです。他のボードに対 
する設定はできません。 

• ユーティリティの起動には、 「 DAC コンフィグレーション FD 」 と呼ばれるフロッピーディ 
スク（サボートディスク）が必要です。サポートディスクは、添付の CD-ROM 
「 EXPRESSBUILDER 」 から Express サーバを起動したときに表示されるメニューから作 
成します（「ツール」の「ディスクアレイコンフィグレーションユーティリティ」または r ツー 
ル」の「サボートディスクの作成」一「ディスクアレイコンフィグレーションユーティリ 
ティ」)。 

• ユーティリティの使用方法やディスクアレイに関する用語の説明については 、 Express 
サーバに添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 にあるオンラインドキュメントをご覧 
ください。 

• 別のシステムなどでコンフィグレーション済みのアレイコント□ーラを使用する場合 
は、あらかじめコンフィグレーション情報をクリアしてください。 
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Windows NT 4.0 のインストールを行うときは、まずシステムドライブを1つだけ作成 
してインス I -ールしてください。 

複数のシステムドライブを作成するときは、いったんインストールを行った後にシステ 
厶ドライブを追加してください。再インストールのときも同様の手順で行ってくださ 
い。また、 RAID 〇のシステムドライブと RAID 1 や RAID 5 など冗長性(パリティなど)のあ 
る RAID のシステムドライブが1つのパック内に混在するような設定をしないでくださ 
い。 

コンフィグレーション情報を作成/更新したときは、コンフィグレーション情報のバッ 
クアップを行ってください。 

自動再構築が実行されるとコンフィグレーション情報が更新されます。 

このような場合は、再度コンフィグレーション情報をバックアップしてください。故障 
したハードディスクを交換してスタンバイディスクの設定を行った後、バックアップす 
ることをお勧めします 

M-O コンフィグレーション情報のノ（ックアップを行っていないとコンフィグレーション情報 
が破壊された場合や誤って情報を変更してしまった場合に情報を復旧することができま 
せん。コンフィグレーション情報が正しくないと八ードディスク内のデータは保護され 
ず、その内容が失われてしまうことがあります。 




RAID EzAssist コンフイグレーシヨンユーテイリテイ 


RAID EzAssist コンフィグレーションユーティリティは、オプションの N 8103 -52 ディスクアレイコント 
口ーラを使った Mylex ディスクアレイコント□—ラ（以降「アレイコントローラ」と呼ぶ）、およびディスク 
アレイシステムを構築するハードディスクに対して詳細な設定 • 制御をするためのソフトウェアです。 



Express 5800/ II OEeS ではこのソフトウェアをサポートしていません。 


本ユーテイリテイの使用制限 


通常、ディスクアレイシステムは EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」でセット 、 
アップし、おもに Global Array Manager で管理 • 保守します。本ユーティリティは、次の 、ち 

よラな限られた場合でのみ使用します。 卜 

ウ 

• オプションの N 8103 -52 ディスクアレイコントローラに対してシームレスセットアップ ^ 

では設定できないような複雑なディスクアレイシステムを設定するとき 4 

• オペレーティングシステムが起動しないような致命的な障害が発生したとき 


使用上の注意 


RAID EzAssist コンフィグレーションユーティリティを使用する前にお読みください。 

• このユーティリティはオプションの N 8103 -52 ディスクアレイコントローラに接続され 
たハードディスクに対してディスクアレイを構築するためのものです。他のボードに対 
する設定はできません。 

• ユーティリティの使用方法やディスクアレイに関する用語の説明については 、 Express 
サーバに添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 にあるオンラインドキュメントをご覧 
ください。 

• 別のシステムなどでコンフィグレーション済みのアレイコント□ーラを使用する場合 
は、あらかじめコンフィグレーション情報をクリアしてください。 

• Windows N 丁 4.0のインストールを行うときは、まずシステムドライブを1つだけ作成 
してインストールしてください。 

複数のシステムドライブを作成するときは、いったんインストールを行った後にシステ 
ムドライブを追加してください。再インス I -ールのときも同様の手順で行ってくださ 
し、また、 RAID 〇のシステムドライブと RAID 1 や RAID 5 など冗長性(パリティなど)のあ 
る RAID のシステムドライブが1つのパック内に混在するような設定をしないでくださ 
い0 
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コンフィグレーション情報を作成/更新したときは、コンフィグレーション情報のバッ 
クアップを行ってください。 

自動再構築が実行されるとコンフィグレーション情報が更新されます。 

このような場合は、再度コンフィグレーション情報をバックアップしてください。故障 
したハードディスクを交換してスタンバイディスクの設定を行った後、バックアップす 
ることをお勧めします 

M -〇 コンフィグレーシヨン情報のノ(ックアップを行っていないとコンフィグレーシヨン情報 
が破壊された場合や誤って情報を変更してしまった場合に情報を復旧することができま 
せん。コンフィグレーション情報が正しくないとハードディスク内のデータは保護され 
ず、その内容が失われてしまうことがあります。 




ExpressPicnic 

「 ExpressPicnic ®」 は、 Express サーバのセツトアップで使用する「セツトアップパラメータ FD 」 を作成する 
ツールです。 


EXPRESSBUILDER と ExpressPicnic で作成したセットアップパラメータ FD を使ってセットアップをする 
と、いくつかの確認のためのキー入力を除き〇 S のインストールから各種ユーティリティのインストールま 
でのセットアップを自動で行えます。また、再インス!-ールのときに前回と同じ設定でインス!-ールする 
ことができます。「セットアップパラメータ FD 」 を作成して、 EXPRESSBUILDER から Express サーバを 
セットアップすることをお勧めします。 

■ I ； 「セットアップパラメータ FD 」 がなくても Windows 2000または Windows NT 4.0 をインス 
r ^] 卜ールすることはできます。また、「セットアップパラメータ FD 」 は 、 EXPRESSBUILDER _ 

を使ったセットアップの途中で修正 • 作成することもできます。 

ソ 

フ 


ExpressPicnic のインストール 


編 

セットアップパラメータ FD を作成するために Windows 2000または 、 Windows NT 3.51 
以降 、 Windows 95/98/ Me で動作しているコンピュータに ExpressPicnic をインス I —ル 
します。 

■： ExpressPicnic は PC 98- NX シリーズ* PC - 9800シリーズ. PC - AT 互換機で動作します。 

\TyR 


Windows 2000 • Windows NT 4.0 • Windows 95/98/Me 


Windows 2000、または Windows NT 4.0 、Windows 95/98/ Me で動作しているコン 
ピュータの場合は次の手順でインス I -ールします。 

■ I ： お使ぃになってぃるモデルによって画面に表示される内容が多少異なることがありますが、 

しヒン jT | 同じ手順でセットアップすることができます。 


1. 〇 s を起動する。 

2. 付の CD-R 〇 MrEXPRESSBUILDER」 を CD-ROM ドライブにセツトする。 
マスターコント□ールメニューが表示されます。 
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3. 画面上で右クリックするか、[ソフトウェ 
アのセットアップ]を左クリックする。 

メニューが表示されます。 

4. [ ExpressPicnic ] をクリックする。 

セツトアップウイザードが起動します。 



メッセージに従ってインストールを続け 
てください。 



ExpressPicnic セゥトアゥア T 卩ク'、ラ！》へようこモ。 
Wa このフ*ロク、ラ1»は、 iDt* ュ'•切こ ExpressPicnic を 
ゎス HI ■します。 

この t ゥトァゥア T 的''允を実行する前に、すべての Windows 
ア卩ク''ラムを必ず終了して下さい。 

[キ〇抓] r めを如••力し t ゥトアゥア T ロク''兄を終了した後、現 
在使用中のアログラムをすべて終了させて下さい。 


彗告：このアログ乱は、著作権法および国際条約によって 
保諸されています。 

この TQ グラ L またはその一部を無断で褀製または配布す 
ることは、法律により禁止されています。 




[ユー ザの情報]ダイア ログ ボックスの 
[シリアル番号]を入力する必要はあり 
ません。 


インス I ルを完了したら[終了]ボタン 
をクリックし、「セットアップパラメータ 
FD の作成」に進んでください。 





品の娜番号を入力し、[次へ]作を 





< 戻る (g) _[ )^(N) > | _ 祕 1 


Windows NT 3.51 

Windows NT 3.51 で動作しているコンピュータの場合は次の手順でインストールします。 

1. Windows NT 3.51 を起動する。 

2. 添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 をコンピュータの CD - ROM ドライプにセットする。 

3. ファイルマネージヤまたはコマンドプロンプトから、 CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 の 
「¥ W _ T ¥ PICNIC ¥ SETUP ¥ SETUP . EXE 」 を実行する0 


セットアップウィザードが起動します。メッセージに従ってインス!ルを続けてください。イ 
ンストールを完了したら、「セットアップパラメータ FD の作成」に進んでください。 
















































ットアップバラメータ FD の作成 


〇 S をインストールするために必要なセットアップ情報を設定し、「セットアップパラメータ 
FD 」 を作成します。以下の手順に従ってください。 

■L 手順の中では、 Trekking コマンドをインストールしたときに指定したフォルダ名を 

I レ、卜 I 「 ExpressPicnic 」 と仮定しています 0 


1. ExpressPicnic ウインドウを表示させる。 

く Windows 2000 - Windows NT 4.0 - Windows 95/98/Me の場合〉 


スタートメニューから[プロク'ラム]— 
[ ExpressPicnic ] —[T rekking ] の順にポ 
イントし、インストールしたい〇 S 
([Windows NT 4.0] または [Windows 
2000])をクリックする。 



:龙スタイ 


く Windows NT 3.51 の場合〉 

プログラムマネージャの 
[ ExpressPicnic ] グループがら 
[ Trekking ] アイコンをタフ'ルクリックす 

它) 〇 



2 . [ファイル]メニューの[情報ファイルの新 
規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイアログボックスが 
表示されます。 
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3. 各項目を設定し、 [0 K ] ボタンをクリック 
する。 


[基本情報]ダイアログボックスなど、 
セツトアップ情報を設定するダイアログ 
ボックスが順に表示されます。 



4 .メッセージに従ってダイアログボックス 
の各項目を設定し、[次へ]ボタンをク 
リックする。 

[キャンセル]ボタンをクリックすると 
入力した内容が消えてしまいます。 

セットアップ情報の設定が完了すると、 
[ファイル保存]ダイアログボックスが表 
示されます。 


_本牾報 


対象マシン | M i im 哪 im g 画 」 

インストールバス |winnt 

r Service Pack の適用 



新規バー亍イシ a ン 12000 MB 〈2000〜999999 MB> 

r 既存のパーテイシ a ン 
r 全領域を新規作成 
W ファイルシステムを MTFS へ変換 



5. [セットアップパラメータ FD ] チェック 
ボックスをオンになっていることを確認 
し、[ファイル名]ボックスにセットアッ 
プ情報のファイル名を入力する。 

6 . 1.44 MB でフォーマット済のフロッピー 
ディスクをフロッピーディスクドライプ 
にセツトし、[〇 K ] ボタンをクリックす 
る。 



「セットアップパラメータ FD 」 が作成できました。「セットアップパラメータ FD 」 は Windows 
2000や Windows NT 4.0 をインス I ルするときに使用します。ラベルを貼り大切に保管 
してください。 

_ ^ • 各項目の設定内容についてはヘルプを参照してください。 

• 既存の情報ファイル（セットアップパラメータ FD ) を修正する場合は 、 ExpressPicnic 
ウィンドウの[情報ファイルの修正]をクリックしてください。ヘルプを参照して情報 
ファイルを修正してください。 
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ンのインストール 


EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M でサポートしていないアプリケーションを追力□でインストー 
ルする場合は、以下の手順に従って「セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

I n -〇 追加でインス I -ールするアプリケーションは、シームレスセットアップ対応されている必要 
があります。 


1. ExpressPicnic ウインドウを表示させる （ 199ページ参照 ） 〇 


2 . [ファイル]メニューの[情報ファイルの新 
規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイアログボックスが 
表示されます。 


3. 各項目を設定し、[〇 K ] ボタンをクリック 
する。 


[基本情報]ダイアログボックスなど、 
セットアップ情報を設定するダイアログ 
ボックス順に表示されます。 

4.メッセージに従ってダイア□ク'ボックス 
の各項目を設定し、[次へ]ボタンをク 
リックする。 



ソ 

フ 



[キャンセル]ボタンをクリックすると 
入力した内容が消えてしまいます。 


5. [アプリケーションの設定画面]が表示さ 
れたら、[追加アプリケーションのインス 
卜ール]にチェックを入れる。 

6 . [ファイル指定]ダイアログボックスが表 
示されたら、[セットアップパラメータ 
FD ] チェックボックスがオンになつてい 
ることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセツトアップ情報のファイル名を入力 
する。 


7.1.44 MB でフォーマット済のフロッピー 
ディスクをフロッピーディスクドライブ 
にセットし、[〇 K ] ボタンをクリックす 
る。 
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オプションの大容量記憶装置ドライバのインストール 


シームレスセットアップに対応しているオプションの大容量記憶装置ドライバをインストー 
ルする場合は、以下の手順に従って「セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

1 . ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （199 ページ参照）。 

2 . [ファイル]メニューの[情報ファイルの新 
規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイアログボックスが 
表示されます。 


3. 各項目を設定し、 [0 K ] ボタンをクリック 
する。 


[基本情報]ダイアログボックスなど、 
セツトアップ情報を設定するダイアログ 
ボックスが順に表示されます。 


4. メッセージに従ってダイアログボックス 
の各項目を設定し、[次へ]ボタンをク 
リックする。 

I チェック I 

[キャンセル]ボタンをクリックすると 
入力した内容が消えてしまいます。 

5. [アプリケーシヨンの設定]が表示された 
ら、[大容量記憶装置用〇 EM - FD の適用] 
にチェックを入れる。 


Windows 2000用のセットアップ情報 
ファイルを作成するとき、[ディスクの 
設定]で [ OS 種別]を [Windows 2000 
Professional ] にした場合は選択できま 
せん。 

6 . [ファイル指定」ダイアログボックスが表 
示されたら、[セットアップパラメータ 
FD ] チェックボックスがオンになつてい 
ることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセットアップ情報のファイル名を入力 
する。 

7. 1.44 MB でフォーマット済のフロッピーディスクをフロッピーディスクドライプにセットし、 
[〇 K ] ボタンをクリックする。 
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コンピュータからの情報採取 


ExpressPicnic が、起動しているマシンのセットアップ情報を自動的に採取し、セットアッ 
プ情報ファイルを作成します。 

〆 • ユーザ/グループ情報は採取できません。 

春リモートアクセスサービス （RAS) については設定情報を採取できません。 

• アプリケーションで設定情報を採取できるのは、 ESMPR 〇 /ServerAgent だけです。 

• 取得できない情報に関しては、既定値を表示しています。 


1.ExpressPicnic ウインドウを表示させる （ 199ページ参照）。 



2 . [オプション]メニューの[現マシンから情 
報取得]をクリックする。 

取得後は、確認/修正画面に移ります。 
初期値が、取得したデータになっている 
ことを除けば「情報ファイルの新規作 
成」、あるいは「情報ファイル修正」と同じ 
です。 



ソ 

フ 

卜 

ウ 

エ 

ア 

編 


大量インストール 


ベースとなるセットアップ情報ファイルを指定し、マシンごとに変更する必要のあるパラ 
メータのみ修正して、複数のセットアップ情報ファイルを作成します。 

Windows 2000 用セットアップ情報ファイルの作成 

1 . ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （ 199ページ参照 ） 〇 

2 . [オプション]メニューの[大量インストー 
ル]をクリックする。 
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3. [ファイルを開く]画面でベースとなるセットアップ情報ファイルを選択する。 

ペースとなるセツトアップ情報ファイルの設定値がリストの一番上の欄に表示されます。 


4. [追加]ボタンをクリックする。 


5. ベースとなるセットアップ情報ファイル 
から変更するパラメータを設定する。 

6 . [〇 K] ボタンをクリックする。 

リストに追加した情報が表示されます。 

7. ファイル名を選択し、 [FD 作成]ボタンを 
クリックする。 

選択したファイル名のセツトアップパラ 
メータ FD を作成します。 




Windows NT 4.0 用セツトアップ情報ファイルの作成 


1.ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （ 199ページ参照）。 


2 . [オプション]メニューの[大量インストー 
ル]をクリックする。 
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3. ベースとなるセットアップ情報ファイル 
を指定する。 

4. [セットアップパラメータ FD 作成時の設 
定]からどちらかのオプションを選択す 
る。 

[マシン毎に FD を作成] 

1枚のセツトアップパラメータ FD にセツ 
トアップ情報ファイルを1つセープしま 
す。 



[一枚の FD に複数マシン分を保存] 


1枚のセットアップパラメータ FD に複数 
のセツトアップ情報ファイルをおさめま 



5. [〇 K] ボタンをクリックする。 

6 . マシンごとに変更する必要のあるパラ 
メータのみ修正して、セットアップ情報 
を作成する。 


ダイアログボックスが表示されます。 

7. 必要な設定を終えたら、[〇 K] ボタンをク 
リックする。 



ソ 

フ 

卜 

ウ 

ェ 

ア 
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8. フロッピーディスクをフロッピーディス 
クドライブにセットし、[〇 K] ボタンをク 
リックする。 

しばらくすると、さらに情報ファイルを 
作成するかどうかの確認があります。 



9. セットアップ情報を作成するときは、[は 
し、]ボタンをクリックする。 

セットアップ情報を作成するダイアログ 
ボックスが表示されます。 

[いいえ]ボタンをクリックすると、 
ExpressPicnic ウインドウに戻ります。 



I チェック I 

[マシン毎に FD を作成]を選択した場合は、セットアップ情報ファイルを作成するたびにフロッ 
ピーディスクのセットを要求されます。[一枚の FD に複数マシン分を保存]を選択した場合は、 
同じフロッピーディスク上に作成したファイルをおさめるため、フロッピーディスクをセット 
する要求は1度しかありません。 
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Express 本体用バンドルソフトウェア 

Express サーバにバンドルされているソフトウェアの紹介およびインストールの方法について簡単に説明 
します。詳細はオンラインドキュメントをご覧ください。 


ESMPRO/ServerAgent(Windows 2000/Windows NT 版 ) 


ESMPRO/ServerAgent (Windows 2000 /Windows NT 版）は Windows 2000 /Windows 
NT で運用している Express サーバにインス!ルするサーバ監視用アプリケーションです。 
EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで自動的にインス I ルすることができま 
す。ここでは個別にインス I -ールする場合に知っておいていただきたい注意事項とインス 
トールの手順を説明します。 

■ I ： ESMPRO/ServerAgent (Windows 2000 /Windows NT 版）の使用にあたっての注意事項や補 

足説明がオンラインドキュメントで説明されてぃます。添付の C D - R 〇 M 
「 EXPRESSBUILDER 」 内のオンラインドキュメント 「 ESMPR 〇 / ServerAgent(Windows 
2000 /Windows NT 版）インストレーシヨンガイド」を参照してくださし、。 


インストール前の準備 


ESMPR 〇 / ServerAgent を動作させるためには Windows 2000 /Windows N 丁の TCP / IP と 
TCP / IP 関連コンポーネントの SNMP の設定が必要です。 

ネットワークサービスの設定 

プロトコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定についてはスタートメニューから 
起動する「ヘルプ」を参照してください。 

SNMP サービスの設定 

コミュニティ名に 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO / 
36〜6「1\/|3阳96「側の設定で受信するトラップのコミュニティをデフォルトの「 pulolic 」 から変 
更した場合は、 ESMPR 〇/361^^「1\/13旧96「側で新しく設定したコミュニティ名と同じ名前を 
入力します。 
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インストール 


ESMPR 〇 / ServerAgent のインストールは添付 
の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 をイ吏用しま 
す 0 Express サーノ\'上の Windows 2000/ 
Windows NT 4.0が起動した後、 Autorun で表示 

されるメニューから[ソフトウェアのセツトアツ 

プ]- [ ESMPRO ] - [ ESMPRO / ServerAgent ] 
の順にクリツクしてください。以降はダイア□グ 
ボックス中のメッセージに従ってインス I '''ールし 
てください。 


H-0 • アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムに□グインしてください。 、， 

• Mylex ディスクアレイコント□ーラを監視する場合は、 Global Array Manager およ フ 

び GAM ドライバ （ gamdrv . sys ) をインス!-ールする必要があります。 ^ 

EXPRESS 巳 UILDER から ESMPRO/ServerAgent のセットアップを起動すると、 ^ 

自動的に Global Array Manager のインスIラは起動しますが、 GAM ドライバは ア 
インストールされません。 GAM ドライバは事前にインストールしてください。 編 

• AMI ディスクアレイコントローラを監視する場合は、 Power Console Plus をインス 
Iルする必要があります0 EXPRESSBUILDER から ServerAgent のセットアップ 
を起動すると、自動的に Power Console Plus のインストーラが起動します0 



ネットワーク上の CD - ROM ドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライブから起動してください。エクスプローラのネットワークコン 
ピュータからは起動しないでください。 



[ヒント I 


アップ デートインストールについて 

ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、次のメッセージが表示さ 
れます。 


ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。 


メ ツセー ジに従って処理してくださし、。 


インス I -ール後の確認 

ESMPR 〇 / ServerAgent をインストールした後に次の手順で正しくインストールされている 
ことを確認してください。 

1. Express サーバを再起動する。 

2 . イベントログを開く。 

3. イベントログに ESMPRO/ServerAgent の監視サービスに関するエラーが登録されていないこと 
を確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度はじめからイン 
ストールし直してください。 
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ESMPRO / ServerAgent(NetWare 版) 


ESMPRO/ServerAgent (NetWare 版）は NetWare で運用している Express サーバにインス 
トールするサーバ監視用アプリケーシヨンです。 

H -〇 Express 5800/I1 OEeS ではこのソフトウェアをサボートしていません。 


■ I ： ESMPRO / ServerAgent(NetWare 版)の使用にあたっての注意事項や補足説明が「運用 • 保守 

しド、/卜| 編」の「トラブルシューティング（264ぺージ）」で説明されています。 


インストール前の準備 

動作環境を確認してください。 

• 八ードウェァ 

—インストールする装置 
-メモリ 

-ハードディスクの空き容量 

• ソフトウェア 

NetWare 3.2 丄 NetWare 4.2(日本語版） (SFT III では使用できません。）、 NetWare 5 
(日本語版）、 NetWare 5.1(日本語版） 

I M -〇 NetWareOS のモジュール 「CUB.NLM」 はバージヨン 3.12h 以上を必ず使用してくだ 
emm さい。リブートやシャツトダウンができなくなる場合があります。 


インストール 

インストールはサーバマシンから行います。 

1. サーバの CD-ROM ドライプに CD-ROM「EXPRESSBUILDER」 をセットし、 CD-R 〇 M ボリューム 
をマウントする。 

2. System Console から以下のように入力する。 

LOAD ポ U ュー厶名: ESMPR0¥I386¥AGENTNW¥SETUP 

(ボリューム名: CD-R 〇 M のボリューム名） 

Console 画面にサーバのモデル名と番号が表示されます。 

3. 画面の指示に従ってインストールを続ける。 

4. トラップ通知先マネージャの登録をする。 

サーバのトラップを ESMPR 〇 /ServerManager に通知するためにサーバにトラップ通知先マネー 
ジャの登録をしてください。サーバの SYS ボリュームの ETC¥TRAPTARG.CFG ファイルに IPX 
アドレスまたは IP アドレスを登録します。 


Express 5800 /110 Ee 
〇 S の動作に必要なメモリ十 5.0 MB 以上 
SYS ボリュームに 5.0 MB 以上 
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ESMPRO / ServerManager の設定によっては IPX でのトラップではサーバ名が表示されません。 
その場合は IP アドレスを登録してください。 IP アドレスを使用する場合は NetWare のマニュアル 
を参照して、 TCP / IP プロトコルの設定を行ってください。 

TRAPTARG . CFG ファイルについてはこの後の説明を参照してください。 IP アドレスを使用する 
場合は、オペレーションウィンドウで NetWare サーバの発見に続いて、 TCP / IP ホストの発見も 
行ってください。 

5. Time Zone の設定を確認する。 

サーバの SYS ボリュームにある AUTOEXEC . NCF ファイルの先頭に以下のコマンドがあることを 
確認してください。詳細については、 NetWare のマニュアルを参照してください。通常は、〇 SO 
インストール時に記述されます。 

Set Time Zone = JST-9 


6 . SNMP . NLM の□ー ドの順番を確認する。 


AUT 〇 EXEC . NCF ファイルに SNMP . NLM の□ー ドの記述がない場合にはインストーラが 
SNMP . NLM の口ード行を追加します。 SNMP . NLM を自動□ー ドするモジュールがある場合は、 
ESMPR 〇 / ServerAgent ( NetWare 版）のインス I ラが追加した SNMP . NLM のパラメータが有 
効にならない場合があります。 NetWare の install ユーティリティ (NetWare 5/5.1 (日本語版)の場 
合は、 NetWare 環境設定ユーティリティ）で AUTOEXEC . NCF ファイルを編集してください。 

w-oira 

TCPIP.NLM は SNMP.NLM を自動□ー ドするため、 ESMPRO/ServerAgent(NetWare 
版)のインス I -ーラが追加した SNMP.NLM のパラメータを有効にしません。 
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TCPIP.NLM 以外にも SNMP.NLM を自動□ー ドするモジュールが存在する可能性があります 
ので注意してください。 


NetWare の install ユーティリティ （ NetWare 5( 日本語版）は、 NetWare 環境設定）の起動につぃて 

• NetWare 3.2 J の場合 

サーバの SystemConsole で 「load install 」 と入力し、[システムオプション]の 
[ AUTOEXEC . NCF ファイルの編集]メニューを選択します。 

• NetWare 4.2(0 本 語版）場合 

サーバの SystemConsole で 「load install 」 と入力し、 [ NCF ファイルオプション]の 
[ AUTOEXEC . NCF ファイルの編集]メニューを選択します。 

• NetWare 5/5.1 (日本語 版）の場合 

サーバの SystemConsole で 「load nwconfig 」 と入力し、 [ NCF ファイルオプション]の 
[ AUTOEXEC . NCF ファイルの編集]メニューを選択します。 

7. Global Array Manager がインストールされていることを確認する 0 

ESMPR 〇 / ServerAgent(NetWare 版)でアレイシステムを管理する場合は、 Global Array 
Manager Server (GAM Server ） が必要です。サーバに 「 GAMAGENT . NLM ( Ve 「.2.1 Is 以上)」が 
口ードされていることを確認してください。 

GAM Server がインストールされていない場合は 、 「Global Array Manager 」 を参照してインス 
卜 _ ルしてください。 

■一 

「 modules 」 コマンドを使用するとサーバに口ードされているモジュール名やバージョンが表示 
されます。 
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8. サーバを再起動する。 

9. ラックマウントシステム名を入力する。 

複数のサーバを 1 つのラックマウントシステムとして管理する場合は、サーバの SystemConsole 
で以下のコマンドを使用して設定してください。 

0 sm _ r 3 ck 门 8 m 6= 氺氺氺 

(氺氺*はラックマウントのシステム名称で、任意の値。 16 文字以内の英数字(小文字のみ)） 

同ーラックマウントシステムの2つ以上のサーバに対して同一のラックマウントシステム名称を 
設定してください。サーバの SystemConsole で 「 esm _ rackname 」 と入力すると現在設定されて 
いるラックマウントシステム名称が表示されます。 


TRAPTARG.CFG ファイルの作成 

TRAPTARG . CFG ファイルは、トラップメッセージの通知先マネージャを設定するファイル 
です。サーバの SYS ボリュームの ETC デイ レクトリに作成します。 

く ファイルフオーマツ ト〉 


Protocol <name> 
通知先アドレス 
通知先アドレス 


< name 〉 にはトラップを送信するために利用するプロトコル名 ( IPX または IP ) を指定してくだ 
さい。通知先のアドレスには、巳31\/^卩〇/36「ソ6「1\/13旧96「マシンのアドレスを指定してくだ 
さい。それぞれの通知先アドレスは異なる行に指定してください。 

I n -0 通知先アドレスの先頭に必ずスペースを入れてください。 


〈 TRAPTARG . CFG フアイルの例〉 


Protocol IPX 

DEAD8022:0020AFECA22A 
DEAD8023:0020AFECA22A 
Protocol IP 

198.22 .2.25 
198.22 .2.69 


IPX アドレス設定部分の 「 DEAD 8022」の部分は Network Address を指定します。 
「〇〇2〇八ド巳〇み22み」の部分は巳31\/^卩〇/36「ソ6「1\/|31^96「マシンの1\/|八〇 Address を指定しま 
す。「198.22.2.25」の部分は巳31\/^8〇/361^6「1\/131^96「マシンの卩アドレスを設定します。 
IPX プロトコル使用時の NetWork Address と MAC Address は、トラップを受け取る 
ESMPRO / ServerManagerV シン（クライアント）で調べます。 










① トラップ送信元のサーバの SYS ボリュームにネットワーク接続する。 

② DOS プロンプトを起動する。 

③ カレントドライブを PUBLIC ディレクトリに変更する。 

④ NetWare 〇 S のバージョンにより以下のコマンドを入力する。 

NetWare 3.2J の場合 userlist /a 

NetWare 4.2(B 本語版) /NetWare 5/5.1(B 本語版）の場合 nlist user /a 

以下のような実行結果となります。（ネットワークドライブを E ドライブとした場合) 


E:¥PUBLIC>nlist user /a 

Object Class: User 

Known to Server: U99_4X 

Conn = The server connection number 


氺 =The asterisk means this is your connection 

User Name = The login name of the user 

Address = The network address 

Node = The network node 

Login time = The time when the user logged in 


Conn *User Name Address 


Node 


Login Time 


1 MOMO [33333333][ 1] 

2 YUU [33333333][ 1] 

4 ADMIN [DEAD 802 2] [ 20AFD650E6] 

5* SUPERVISOR [DEAD 802 2] [ 805FC20FEE] 

A total of 4 User objects was found on server U99_4X. 


96-09-10 10:08:00 
96-09-10 10:08:00 
96-09-10 10:18:00 
96-09-10 11:12:00 
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⑤ TRAPTARG.CFG には実行結果で取得した「氺」のついているユーザーの Add「ess:Node 
を指定する。 


Protocol IPX 

DEAD8022:805FC20FEE 


アンインストール 

アンインストールはクライアントマシンから行います。 

1. クライアントから対象サーバの SYS ボリュームにネットワーク接続する。 

2. ファイルマネージャなどで ESMAGENT ディレクトリと ESMDATA ディレクトリを削除する。 

3. AUTOEXEC.NCF ファイルの以下の行を削除する。 

SEARCH ADD sys:¥esmdata 
ESMSTART 

4. サーバを再起動する。 
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Global Array Manager Server(Windows 2000/Windows NT 版 ) 


Global Array Manager ( GAM ) Server (Windows 2000 /Windows NT 版）は Mylex ディスク 
アレイシステムを構築している Windows 2000 /Windows NT サーパの監視 • 管理用のアブ 
リケーシヨンです。 



Express 5800/ II OEeS ではこのソフトウェアをサボートしていません。 


GAM Server の動作環境については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオンラインドキュメント 
「Global Array Manager Server (Windows 2000 /Windows NT 版）インストレーシヨンガ 
イド」を参照してください。 GAM の操作方法については、 CD-ROMrEXPRESSBUILDERJ 
内にあるオンラインドキュメント 「Global Array Manage 「オペレーションガイド」を参照し 
てください。 


カスタムインスI-ールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に GAM Server があらかじめインストールされている場合もありま 
す。インストール済みの GAM Server の管理者用アカウントである 「 gamroot 」 は作成してい 
ますが、パスワードを設定していません。このままでも使用できますが、セキュリティ保持 
の観点からパスワードを設定されることをお勧めします。 

購入時にインストール済みの GAM Server の設定内容については CD-ROM 
「 EXPRESSBUILDER 」 内のオンラインドキュメント 「Global Array Manager Server 
(Windows 2000 /Windows NT 版)インストレーシヨンガイド」に記載しています。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

GAM Server は添付の CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 に収められている Windows 2000/ 
Windows NT 自動インストールツール「シームレスセットアップ」を使ってインストールでき 
ます。 

シームレスセットアップ中にアプリケーションを設定するダイア□グボックスが表示されま 
す 0 ここで 「Global Array Manager 」 を選択してください。「手動インストール(新規インス 
卜ール)」の 「GAM Server をインストールする前に」で記載した内容を満足するようにシーム 
レスセットアップ中のセットアップ情報を設定してください ( DAC ドライバや GAM ドライバ 
は Mylex ディスクアレイコントローラが接続されたマシンのシームレスセットアップで自動 
的に組み込まれます）。 

シームレスセットアップ後に設定をしなければならない項目は特にありません。 

ただし 、 GAM Client から GAM Server を制御するために 「 adminstrator 」 権限を持つユーザ 
「 gamroot 」 が必要です。シームレスセットアップではこの 「 gamroot 」 を作成します。シーム 
レスセットアップで GAM をインストールするときはシームレセットアップの設定時に 
r gamroot 」 のパスワードを設定することをお勧めします。 

パスワードを設定しないとセキュリティ上の問題が発生する可能性があります。 
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手動インストール(新規インストール） 

手動でインス I -ールする場合は、以下の説明を参考にしてインス I -ールしてください。 
インストールに関する詳しい手順については、 CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 内にある才 
ンラインドキュメント 「Global Array Manager Server (Windows 2000 /Windows NT 版) 
インストレーシヨンガイド」を参照してください。また、 GAM の操作方法については、 CD - 
ROMrEXPRESSBUILDER 」 内にあるオンラインドキュメント 「Global Array Manager オペ 
レーシヨンガイド」を参照してください。 


GAM Server をインストールする前に 

GAM Server (Windows 2000 /Windows NT 版）をインストールするときは、次に示す準備 
をしておく練があります。 

• DAC ドライバが組み込み済みであること w 

• GAM ドライバが組み込み済みであること （ N 8503 -43/44/49 を接続した Windows NT ^ 

4.0 シスァムの場合） ウ 

• TCP / IP の設定が終了していること y 

• システムのアップデートが終了していること _ 

36ぺージ (Windows 2000) , 53ページ (Windows NT ) を参照してください。 

• SNMP サービスの設定が終了していること 

ESMPR 〇と連携する場合 GAM Server のインストールに先立って設定を終了させておく 
必要があります。 


GAM Server のインストール手順 


GAM Server のインストールは添付の 
「 EXPRESSBUILDER 」 と書かれた CD - R 〇 M を 
使用します。 

Windows 2000 /Windows NT 4.0では 
EXPRESSBUILDER の CD - R 〇 M をドライブ、に 
セット後、 Autorun で表示されるメニューか 
6[ソフトウェアのセットアップ]— 
[ ESMPRO ]- [関連 ユーティリティ メニュー 
へ ]— [Global Array Manager ] の順にクリッ 
クします。ここで表示される[セットアップオ 
プシヨンの選択]ダイア□グボックスの [GAM 
Serve 「インストール]をチェックし、[次へ]ボ 
タンをクリックしてください。以降はダイア 
□グボックス中のメッセージに従ってインス 
I -ールしてください(各ダイアログボックスで 
の推奨する操作をヒントにまとめています)。 





213 





















アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムに□グインしてください。 
GAM Server のインストール後は必ずシステムを再起動してください。 


響一 • [Modify Configuration File] ダイアログボックスでは[いいえ]をクリックしてくださし 、0 

I ント I • [Setup Complete] ダイアログボックスで [No, I will restart my computer later] を選択し 
てください。 

• [セットアップの完了]ダイアログボックスの [Global Array Manager[x.xx] の環境設定を 
行ないます]はチェックしてください。 


GAM Server の環境設定 

• GAM の管理者用アカウント gamroot の登録 

GAM を使用する場合、 GAM の管理者用のアカウントである gamroot (すべて 小文字) とい 
う ユーザが 必要です。 Windows 2000 /Windows NT の ユーザ マネージャで登録してく 
ださい。 gamroot が所属するグループには Administ 「 ato 「 s ( ドメインサーバの場合は 
Domain Admins ) を追力□してください。 

I M -〇 カスタムインス I ルモデルなどで GAM Server をインス I ルして出荷している装 
置については、 gamroot ユーザは登録済みです。ただし、パスワードを設定していま 
せん。セキュリティ保持の観点から必ず、パスワードを設定するようにしてください。 


• GAM Server の環境設定ファイルの修正 

[セットアップの完了]タイアログボックスの [Global Array Manage 「[ x . xx ] の環境設定を 
行ないます]をチェックした場合、この作業は不要です。なお、修正する場合はオンライ 
ンドキュメント 「Global Array Manager Server (Windows 2000 /Windows NT 版)イン 
ストレーシヨンガイド」を参照してください。 









Global Array Manager Se「ver(NetWa「e 版) 


Global Array Manager ( GAM ) Server ( NetWare 版）は Mylex ディスクアレイシステムを構 
築している NetWare サーバの監視 • 管理用のアプリケーションです。 



Express 5800 /I lOEeS ではこのソフトウェアをサボートしていません。 


Mylex ディスクアレイシステムが、 N 8103 -53/52 の場合は、 Mylex ディスクアレイシステム 
に添付のマニュアルを参照してインストールしてください。 

Mylex ディスアレイシステムが、 N 8503 -43/44/49 の場合は、これ以降の説明を参考にして 
インストールしてください。また、 GAM の操作方法については CD - R 〇 M 
rEXPRESSBUILDER 」内にあるオンラインドキュメント 「Global Array Manager オペレー 
シヨンガイド」を参照してください。 

動作環境 

動作環境を確認してください。 

• 八ードウエア 
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—インストールする装置 


-メモリ 

-ハードディスクの空き容量 


Express 5800 /110 Ee + Mylex ディスクアレイシス 
テム 

〇 S の動作に必要なメモリ+1 MB 以上 
2 MB 以上 


• ソフトウェア 


NetWare 3.2 丄 NetWare 4.2(日本語版 ） （SFT III では使用できません 。）、 NetWare 5 
(日本語版） 


• 対応する GAM Client GAM Client 2.15 


GAM Server をインストールする前に 

GAM Server ( NetWare 版)をインストールするときは、次に示す準備をしておく必要があり 
ます。 

• インス I -ール用のフロッピーディスクを用意していること（この後の手順で作成します）。 
• 制御の対象となるアレイコント□ーラが取り付けられていること。 

• Mylex アレイドライバのパージョンが5•〇 0 m であること 0 

I p |： サーバの System Console で 「modules mdac ] と入力するとモジュールのバージョンを確 

しヒン jT | 認することができます。 

M -〇 EXPRESSBUILDER の CD-ROM の以下のディレクトリに、バージョンが5.00 m の 
アレイドライバが格納されています。 

一 NetWare 3.2 J : NetWare ¥ v 3 _x ディレクトリ 
一 NetWare 4.2: NetWare ¥ v 4_ x¥old ディレクトリ 
一 NetWare 5.0: NetWare ¥ v 5_ x¥old ディレクトリ 
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• NetWare の TCP / IP の設定が終了していること。 

■: TCP/IP の設定については、 NetWare のマニュアルを参照してくださし、。 

[tyf] 


インストール用のフロッピーディスクの作成 


次の手順でインストール用のフロッピーディスクを作成します。フォーマット済みフロッ 
ピーディスクを1枚用意してください。 

NetWare のシステムコンソールから 「DOWN」、「EXIT」 を実行すると、 MS-D 〇 S 環境になり 
同卜1 ま3。 

Switch コマンドを使用して CD-R 〇 M ドライブが使える環境に切り替えてください (Switch コ 
マンドを使った環境の切り替え方法は、導入編の NetWare のインストールを説明している章 
で記載されています）。 


1.CD-R 〇 MrEXPRESSBUILDER」 を CD-ROM ドライプに、フロッピーディスクをフロッピーディ 
スクドライプにセツトする。 


2. CD-R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」のディレクトリ r¥esmpro¥i386¥gam2¥nw¥ver2.20¥ 」にある 
すべてのファイルをフロッピーディスクにコピーする。 

3. フロッピーディスク内にコピーしたすべてファイルの属性を「読み取り専用」から「読み書き可能」 
に変更する。 


インストール 


次の手順に従って NetWare で動作している Express 5800シリーズ本体に GAM Server 
( NetWare 版）をインストールします。 


1. インストール用のフロッピーディスクを装置本体のフロッピーディスクドライプにセットする。 

2. NetWare のシステムコンソールで 「a:¥install」 と入力して、く Enter> キーを押す。 

3. 画面の指示に従いインストールを行う。 

4. INSTALL.NLM(NetWare 3.2J および NetWare 4.2( 日本語版）の場合）が、 NWCONFIG 
(NetWare 5(日本語版)の場合）を口ードし AUTOEXEC.NCF ファイルの編集を選ぶ。 

AUTOEXEC.NCF ファイルにはインストールによって LOAD GAMEVENT 行が追加されていま 
す。 


修正例を参考に LOAD GAMEVENT 行のコメント「#」を削除して GAM Client マシンの IP アドレス 
を記述してください。次の行に GAMAGENT の LOAD 行を追加してください。 


修正例） 

修正前： #LOAD GAMEVENT -h <IP Address〉 

修正後： LOAD GAMEVENT -h 123.45 .67.89 -123.45 .67.90 
LOAD GAMAGENT 









5 . Express サーバを再起動する。 


GAMSERV.NLM と GAMAGENT.NLM が口ードされていることを確認してください。 

もし口ードされていない場合は、 mdac.ham のバージョンが 5.00m であることを確認してくださ 
い。また、 AUTOEXEC.NCF ファイルにある次の行を sys ボリュームのマウントコマンドの直後 
に移動してください。 

LOAD GAMSTUBS 

響 一 班 

System Console で 「modules」 と入力すると口ードされているモジュールの一覧が表示されま 
す0 


AUT 〇 EXEC.NCF の編集は、 INSTALL.NLM(NetWare 3.2J 、および NetWare 4.2(日本語版）の _ 
場合）か、 NWC 〇 NFIG (NetWare 5(日本語版）の場合）を口ードし 「AUTOEXEC.NCF ファイル ■ 
の編集」を選択するとできます。 

ソ 

6 . 環境設定をする。 で f 

卜 

NetWare サーバに 「 gamroot 」 という名前でユーザーアカウントを作成してください。 ウ 

NDS 環境の場合は 「 gamroot 」 をバインダリコンテキスト上に作成してください。 1 

編 

アンインストール 

次の手順に従って GAM Se 「 ve 「( NetWa 「 e 版)をアンインストールレます 0 

1.INSTALL.NLM (NetWare 3.2J および NetWare 4.2( 日本語版）の場合）が 、 NWCONFIG 
(NetWare 5( 日本語版）の場合）を口ードし AUTOEXEC.NCF ファイルの編集を選ぶ。 

2. 次の 5 行を削除する。 

LOAD GAMSTUBS 
LOAD GAMSERV 
LOAD GAMEVENT …… 

#LOAD RAIDBLD …… 

LOAD GAMAGENT 

3. Express サーバを再起動する。 
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自動クリーンアップツール 


自動クリーンアップツールは Mylex ディスクアレイの整合性をチェックし、検出した不整合 
を修復するアプリケーシヨンです。 

I H -〇 Express 5800/ I 1 OEeS ではこのソフトウェアをサボートしていません。 


自動クリーンアップツールの動作環境や使用方法については、 EXPRESSBUILDER 内にある 
オンラインドキュメント「自動クリーンアップツールインストレーシヨンガイド」を参照して 
ください。 


カスタムインス|-ールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に自動クリーンアップツールがあらかじめインストールされている 
場合もあります。インストール済みの自動クリーンアップツールは、スケジュールの設定が 
されていません。スケジュール設定については、後述の自動クリーンアップツールの環境設 
定や EXPRESSBUILDER 内にあるオンラインドキュメント「自動クリーンアップツールイン 
ストレーシヨンガイド」を参照し、設定してください。 

購入時にインストール済みの自動クリーンアップツールの設定内容については CD-ROM 
「 EXPRESSBUILDER 」 内のオンラインドキュメント「自動クリーンアップツールインスト 
レーシヨンガイド」に記載しています。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

自動クリーンアップツールは添付の CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 に収められている 
Windows 2000 /Windows NT 自動インス I ルツール「シームレスセットアップ」を使って 
インス I ルできます （ DAC ドライバや GAM ドライバは Mylex ディスクアレイコント□—ラ 
が接続されたマシンのシームレスセットアップで自動的に組み込まれます）。 

シームレスセットアップ中にアプリケーションを設定するダイア□グボックスが表示されま 
す。ここで「自動クリーンアップツール」を選択してください。なお、「手動インストール(新 
規インス I -ール)」の「自動クリーンアップツールをインストールする前に」で記載した内容を 
満足するようにシームレスセットアップ中のセットアップ情報を設定してください。 

シームレスセットアップではスケジュール設定が行えません。スケジュール設定については 
後述の自動クリーンアップツールの環境設定や EXPRESSBUILDER 内にあるオンラインド 
キュメント「自動クリーンアップツールインストレーシヨンガイド」を参照し、設定してくだ 
さい。 
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手動インストール(新規インストール） 

手動でインストールする場合は、以下の説明を参考にしてインス I ルしてください。 
インストールや操作に関する詳しい手順については、 CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 内に 
あるオンラインドキュメント「自動クリーンアップツールインストレーシヨンガイド」を参照 
してください。 


自動クリーンアップツールをインストールする前に 

自動クリーンアップツールをインストールするときは、次に示す準備をしておく必要があり 
ます。 


• DAC ドライバが組み込み済みであること _ 

• GAM ServeKGAM ドライバ)が組み込み済みであること ■ 

• システムのアップデートが終了していること ソ 

36ぺージ (Windows 2000) , 53ページ (Windows NT ) を参照してください。 卜 

ウ 

エ 

_ y_ 

自動クリーンアップツールのインストール手順 L 

自動クリーンアップツールのインストールは添 
付 CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 を使用しま 
す 。 Windows 2000 /Windows NT 4.0では 
EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M をドライブ、に 
セット後、 Autorun で表示されるメニューから 
[ソフトウェアのセットアップ]-[自動クリーン 
アップツール]をクリックします（またはダイア 
□グボックス上で右クリックすると表示される 
ポップアップメニューから選択します）。以降 
はダイアログボックス中のメッセージに従って 
インストールしてください。 




〇オンラインドキュ，ント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


/參ソ7トウェアの'! 

丄 t ットァッ7 j 




NEC 



アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムに□グインしてください。 


自動クリーンアップツールの環境設定 

自動クリーンアップツールのスケジュール起動は Windows 2000 /Windows N 丁の標準機能 
である AT コマンドのスケジュール機能を利用します。この場合、 schedule サービスが実行 
中でなければなりません。 

schedule サービスの起動はコント□—ルパネルの[サービス]をタブルクリックして表示され 
る[サービス]ダイアログボックスで行います。 

■ I ： • サービスの設定は Administrators 口ーカルグループのメンバであるユーザアカウントで 

ログオンする必要があります。 

• schedule サービスのスタートアップは「自動」に設定しておくことをお勧めします。 
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Array Recovery Tool 


Array Recovery Tool は、 Mylex ディスクアレイコント□—ラに接続されているハードディ 
スクの状態を監視し、不良ハードディスク ( DEAD 状態)を検出すると自動的にリビルド、整 
合性チェックを行い、システムドライブを復旧します。 



Express 5800/ II OEeS ではこのソフトウェアをサボートしていません。 


Array Recovery Tool のインストールは、 
添付の CD-R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 を 
使用します。インストール終了後に特別な 
設定などをする必要はありません。 

Array Recovery Tool のインストールや動 
作環境の設定については 
EXPRESSBUILDER 内のオンラインドキュ 
メントを参照してください。 
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FastCheck 


FastCheck は、オプションのディスクミラーリングボードに添付の管理 • 監視ソフトウェア 
です。 


ディスクミラーリングコント□ーラに接続したハードディスク（アレイディスク）の監視や状 
態の表示をしたり、万一、異常が起きたときにビープ音やポップアップメッセージの表示な 
どで通知したりします。 


また、 ESMPR 〇/36「ソ6「八96巾（ソ6「.3.4以降）との連携によリ、異常が起きたときに 
ESMPR 〇 /36「ソ6「1\^阳96「をィンス トールしている管理 PC にアラート通報 や ALIVE 通報を 
することもできます。 



カスタムインストールモデルでのセットアップ ^ 

卜 

ゥ 

モデルによっては購入時に FastCheck があらかじめインス I -ールされている場合もありま y 

す。 編 

FastCheck がインストール済みの Express サーバに後から巳31\/^8〇/361^6「八96巾をインス 
I ルした場合は、 FastCheck を一度アンインストールし、再インストールしてください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

〜 Express 5800/ I 1 OEeS をご使用の場合〜 


FastCheck は添付の CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 に収められている Windows 2000/ 
Windows NT 自動インストールツール「シームレスセツトアップ」を使ってインストールでき 
ます。 


シームレスセットアップ中にアプリケーションを設定するダイアログボックスが表示されま 
す。ここで 「 FastCheck 」 を選択してください。 

シームレスセットアップで FastCheck をインストールした場合で、後から ESMPR 0/ 
ServerAgent をインストールした場合は、 FastCheck を一度アンインス!'■'ールし、再インス 
卜ールしてください。 


確認事項 

インストール済みの FastCheck について次の点を確認してください。 

• [スタート]メニューの[プ□グラム]に [ Promise ] という名前のフォルタ、が作成されてい 
ることを確認する。 

• Windows 2000 /Windows NT 4.0の起動後のタスクトレーに、 FastCheck のアイコン 
(_) が表示されていることを確認する （ FastCheck は Windows 2000 /Windows NT 
4.0 常駐型のアプリケーシヨンです）。 

• コント□—ルパネルのサービスで 「Promise FastTrak Service 」 が開始されていることを 
確 B 忍する。 
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• FastCheck が起動することを確認する。 

[ Promise ] フォルダの中から [ Fasttrak ] — [FastCheck Monitoring Utility ] の順に選択す 
るか、タスクトレーの FastCheck アイコン（胃）をタフ'ルクリックすると起動します。 

• FastCheck を起動後、[オプション]-[通知]エリアー [ NT システムイベント□グの使用] 
がチエックされていること（デフォルト値です）を確認する。 

M -0 ESMPRO / ServerManager をインス!-ールした管理 PC にディスクミラーリングコン 
卜□ーラに関するアラート通報や ALIVE 通報をする場合は 、 「Promise Fast Trak 
Log Service 」 が開始されていること、および FastCheck のオプション設定 [ NT シス 
テムイベント□グの使用]がチェックされていなければいけません。 


パスワードの設定 

セキュリティ上、 FastCheck を起動する際にパスワードによる確認ができるよう、パスワー 
ドを登録してください。パスワードは FastCheck を起動後、[オプション]-[パスワードを 
使用可能にする]を選択すると設定する画面が表示されます。 


運用上の注意 

FastCheck をインストールして運用する上で特に注意していただきたい点について説明しま 
す。 FastCheck で表示される画面についての説明やその他の注意事項については、オンライ 
ンドキュメント 「 FastCheck ユーザーズガイド」を参照してください。 

• ESMPRO/ServerAgent Ver .3. 4以降がインストールされている Express サーバに 
FastCheck をインストールすることをお勧めします。 ESMPR 〇と連携したさまざまな管 
理 • 監視機能を利用することができます ( ESMPR 〇がインストールされていなくても、 
FastCheck の動作には支障がありません ） 〇 

ただし、 ESMPR 〇は Ver .3.4 以降のパージョンを使用してください。 

• FastCheck の設定を変更した場合は、ダイア□グボックス内にある [ Apply ] ボタンをク 
リックして情報を更新してから終了してください。 

• FastCheck の以下オプションは規定値から変更しないでください。 

- [ NT システムイベント□グの使用] (規定値：チェック） 

-[書き込みキャッシュを使用可能にする](規定値：チェック） 

—[ホットスペア/自動再構築を禁じる] (規定値：チェックなし） 

• ディスクのリビルドやシンクロナイズ(整合性の確認)の間もアクセスすることはできま 
すが、処理時間が長くなる場合があります。 

• ESMPR 〇からは、ディスクミラーリングコント□ーラで制御されているハードディスク 
は、1台のドライブとして認識されます。また、このディスクミラーリングコントローラ 
はディスクアレイではなく、 「 SCSI コント□ーラ」として管理されます。 
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新規インストール 


FastCheck を新規にインストールする場合（または再インストールする場合)は、オンライン 
ドキュメント 「 FastCheck ユーザーズガイド」を参照してください。 
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エクスプレス通報サービス 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保守 
情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速 
に保守を行ったりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作す 
るシステム監視サービス （DMIT 〇〇 L ) を連携させることでシステムを安定に稼働させること 
ができる、クライアント/サーバ型の保守サービス （PC 通報連携機能）を提供しています。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時にエクスプレス通報サービスがあらかじめインストールされている 
場合もあります。インス I '''ール済みのエクスプレス通報サービスはまだ無効になっておりま 
す。必要な契約を行い、通報開局 FD を入手してから、次の操作を行ラとエクスプレス通報 
サービスは有効になります。エクスプレス通報サービス有効後は EXPRESSBUILDER 内にあ 
るオンラインドキュメント「エクスプレス通報サービスインストレーシヨンガイド」を参照し 
て設定してください。 


セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、以下の契約等が必要となりますので、あらか 
じめ準備してください。 

• 本体装置のハードウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置のハードウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 
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エクスプレス通報サービスを有効にする操作 

次の手順で購入時にインス I -ール済みのエクスプレス通報サービスの機能を有効にします。 


1. [ コントロールパネル ] の [ESMPR 〇 /ServerAgent] を選択する。 

2 . [ 全般 ] タブの [ 通報の設定 ] ボタンをクリックする。 

アラー ト マネー ジャ設定 ツールが 起動し ます。 

3. [ ツール ] メニューの [ エクスプレス通報サービス ] 、 [ サーバ ] を選択する。 
[ エクスプレス通報サービスセットアップユーティリティ ] が起動します。 

4. 通報開局 FD をフロッピーディスクドライプにセットし、通報開局 FD を読み込む。 
エクスプレス通報サービスが有効となります。 



手動インストール(新規インストール） I 

ウ 

手動でインス I -ールする場合は、以下の説明を参考にしてインス I -ールしてください。 ェ 

z 

_ 編 

エクスプレス通報サービスのセツトアップ環境 


エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、以下の環境が必要です。 

八ードウェア 

• メモリ 18.0 MB 以上 

• ハードディスクの空き容量 30.0 MB 以上 
• モデム 

ダイヤルアップ経由の通報を使用する場合、モデムが必要です。ダイヤルアップ経由の 
エクスプレス通報で使用するモデムは NEC フィールディングにご相談ください。 

• メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサポートしているメールサーバが必要 
です。 


ソフトウェア 

• Microsoft ® Windows ® 2000日本語版 ( Server/Advanced Server / Professional ) 

• Microsoft ® Windows NT ® 4.0日本語版 ( Server / Workstation ) 

• ESMPRO/ServerAgent Ver .3.1 以降 
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セットアップに必要な契約 

セットアップを行ラには、以下の契約等が必要となりますので、あらかじめ準備してくださ 
い。 

• 本体装置のハードウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置のハードウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 


• 通報開局 FD 


契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 

エクスプレス通報サービスのセツトアップについては、「オンラインドキュメント」を参照し 
てください。 


PC 通報連携機能 

PC 通報連携機能は、クライアントで発生した障害の情報を電子メールやモデム経由で保守 
センターに自動通報するサービスです。このサービスを使用することにより、クライアント 
の障害を事前に察知したり、障害発生時、すみやかに保守することができます。 

PC 通報連携機能のセットアップについては、「オンラインドキュメント」を参照してくださ 
い。 

また、別途 PC 通報連携機能での契約が必要となります。お買い求めの販売店、または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 
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テープ監視ツール 


テープ監視ツールは、 Express サーバに搭載したテープドライブ、ならびに使用している 
テープメディアの状態を監視するユーティリティです。 

へッドの汚れや不良テープの使用などによるバックアップファイルの消失やバックアップの 
失敗などを防止するために、テープドライブを搭載している装置にはこのユーティリティを 
インストールすることをお勧めします。 


カスタムインストールモデルでのセツトアップ 


モデルによっては購入時にテープ監視ツールがあらかじめインストールされている場合もあ 
ります。インストール済みのテープ監視ツールのサービスを次のように設定してください。 
サービスの設定は[コントロールパネル]の[サービス]を夕'ブルクリックすると起動します。 

• 選択するサービス名 ： TapeAlertChecker 
• スタートアップの種類：自動 
• □グオン： システムアカウント 

[デスクトップとの対話をサービスに許可]にチェック 



ソ 

フ 

卜 

ウ 

ェ 

ア 

編 


サービスに[丁8口6み16「1：0^〇1<6「]がない場合は、装置にインストールされていません。次の 
「手動インストール(新規インストール)」を参照してインストールしてください。 


手動インストール(新規インストール） 

手動でインス!-ールする場合は、以下の説明を参考にしてインストールしてください。詳し 
くはオンラインドキュメントの「テープ監視ツールセットアップガイド」をご覧ください。才 
ンラインドキュメントは、添付の CD - RQM 「 EXPRESSBUILDER 」 の次のディレクトリに 
PDF ファイルで格納されています。 


CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ SG _ TP 2 .pdf 


動作環境 


八ードウエア 

• インストールする装置 Exp 「 ess 58 〇〇/5〇、100、60〇シリーズ本体 


• メモリ 500 KB 以上 

• ハードディスクの空き容量 2.2 MB 以上 

ソフトウェア 

• オペレーティングシステム 

— Microsoft ® Windows NT ® 4.0 日本語版 (Service Pack 5以降） 

— Microsoft ® Windows ® 2000日本語版* 

* 「テープ監視ツール Ver . 1.0」は Windows 2000をサポートしていません。 
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• アプリケーション 

- ARCserve J 6.0 for Windows NT ( SP 3) (全エディション） 

- ARCserve J 6.5 for Windows NT (全エディション、 Patch 07 が必要) 
- ARCservelT J 6.61 for Windows NT (全エディション） 

— BackupExec for Windows NT Ver .7.3 
- NTBackup(Windows NT 標準装備のバックアップツール） 


監視対象装置 


テープ監視ツールで監視できるテープドライブは次のとおりです (2001 年5月現在）。 


• 内蔵/外付 AIT 

• 内蔵/外付 AIT 集合型 
• 内蔵/外付 DAT ( DDS 3) 

• 内蔵/外付 DAT 集合型 ( DDS 3) 
• 内蔵 TRAVAN 
• タト付 TRAVAN 集合型 
• 内蔵/外付 DAT ( DDS 4) 

• 内蔵/外付 DAT 集合型 ( DDS 4) 


N 8151-28/-34、 N 8551 - 19/-28/-34、 
N 8560-16 

N 8151-29、 N 8551-20/-29/-36、 N 8560-17 
N 8151 -12 BC 、 N 8551-12/-12 A /-12 BC 、 
N 8560-12/-12 AC 

N 8551-13/-13 AC 、 N 856〇 -13/-13 AC 
N 855 1-21 
N 8560-19 

N 8151-26、 N 8551-26、 N 8560 -22 
N 8151-27、 N 8551-27、 N 8560-23 


アプリケーション 

ドライブ 

AIT 

AIT 集合型 

DAT 

( DDS 3/4) 

DAT 集合型 
( DDS 3/4) 

TRAVAN 

TRAVAN 
集合型 

ARCserve J6.0 (SP3) 

X 

X 

X 

〇 

X 

X 

ARCserve J6.5 

O* 

O* 

O* 

〇 

O* 

〇 * 

ARCserve J6.61 

〇 

O 

〇 

〇 

〇 

〇 

NTBackup 

〇 

- 

〇 


〇 

- 

BackupExec Ver7.3 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 : サポート X ：未サポートー：対象外 
* ARCserve J6.5 Patch07 が必要 


インストール手順 


添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 の次のディレクトリにある 「 Setup . exe 」 をエクスプ 
□ーラなどから起動してください。 

CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ setup.exe 

以降は画面に表示されるメッセージに従ってください。詳しくはオンラインドキュメントで 
説明しています。 

インストールの完了後、サービスが動作していることを確認してください。前ページの「力 
スタムインストールモデルでのセットアップ」の説明を参照してください。 

監視についての詳細な設定は、 ini ファイルを編集することで変更できます。 ini ファイルは 「 C : 
¥ Program ド把3¥丁3口6ム16「1:0^〇1^「¥0:「1.わ11です（デフォル トの設定でインストールした場 
合）。設定の詳細についてはオンラインドキュメントをご覧ください。 
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ESMPRO/UPSController Ver.2.1 


BT 〇（ビルド•トウ•オーダー）でインストールされる ESMPRO / UPSControllerVer . Z.IC 
ついて説明します。 

1 1 |-〇 Express 5800/ I 1 OEeS ではこのソフトウェアをサボートしていません。 


ビルド.トウ•オーダーで指定されたバンドルソフトウェア、あるいは才ーダーされたソフ 
トウェアです。なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていません。 


インストール済みの ESMPRO/UPSController のセツトアップ 


Express サーバのモデルの中には出荷時に 「 ESMPR 〇 / UPSController 」 がインス I ル済み 
の場合がありますが、設定値はデフォルト値のままになっている場合があります。 

ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 
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ESMPRCVUPSController サービス （ SPOC-I Service ) の起動 

[サービスコントロールマネージャ]を開き、 [ SPOC-I Service ] を開始してください。 
すでに、 [ SPOC-I Service ] が開始されている場合はそのままでかまいません。[コント□一 
ルパネル]を閉じてください。 


動作確認 

SPOC-I Service が起動後、約1分以上経過してから次の方法で動作を確認します。 

動作確認は、「確認1」、「確認2」の両方とも行ってください。「確認1」、「確認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の「設定変更」に示すの処理を行う必要はあり 
ません。 

■ 確認1イベントビューアによる確認 

Windows 2000 /Windows NT の「イベントビューア」で ESMPR 〇 / UPSControlle^lEg 
に起動していることを確認してください。 

1. [ イベントビューア ] を起動する。 

2 . [ イベントビューア ] のメニューバーから [ ログ ] を選択し、 [ システム ] を選ぶ。 

3. 上記により表示されたイベントの中から [ ソース ] 名が 「 SP 〇 C-l Service 」 のものを選ぶ。 

4. イベントの [ 詳細 ] を表示し、以下のイベントの [ 説明 ] があることを確認する。 

[ 正常 ] UPS 通信開始 

[ 異常 ] UPS 通信 エラー ( 無応答） 

このイベントが存在した場合、この後の「設定変更」を参照して ESM PRO/ 
UPSController の設定を変更してください。 
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■ 確認 2 ESMPRCVUPSControNer の GUI による確認 


「確認1」で「正常」を確認した後、 GUI で UPS の情報が正しく表示されていることを確認し 
てください。 


1 ■ [スタート]メニューの[プログラム]— [ ESMPRO . UPSController] - [UPSController マネ-シ、、ヤ]を 
起動する。 

起動方法の詳細は、別冊の ESMPR 〇 /UPSController の「セットアップカード」を参照してくださ 
い0 

2. [UPSController マネ-シ''ヤ]のメイン画面(チヤート）で UPS の情報が表示されていることを確認する。 

[正常] UPS 情報の「商用電源の値( V )」 、 「商用最大電圧の値( V )」 、 「商用最 〉 」 v 電圧の値( V )」 、 
r 負荷容量の値(％)」等が表示される。 

[異常] UPS 情報の「商用電源の値( V )」 、 「商用最大電圧の値( V )」 、 「商用最 〉 」 v 電圧の値( V )」 、 
「負荷容量の値(％)」等が表示されない。 

この後の「設定変更」を参照して ESMPR 〇 /UPSController の設定を変更してください。 


設定変更 

「動作確認」の「確認1」、または「確認2」で「異常」だった場合は、次の設定内容を確認して設定 
を変更してください。 


1 ■ [スタート]メニューの[プログラム]— [ ESMPRO . UPSController] - [UPSController マネ-シ、、ャ]を 
起動する。 

起動方法の詳細は、別冊の ESMPR 〇 /UPSController の「セツトアップカード」を参照してくださ 
い0 


2. [UPSController マネ-シ''セ]のメニューパーより、[設定]-[動作環境の設定]を選択し、下記の設定 
画面を表71^し、各設定内容を確認する。 


コンピュータと UPS の通信を行う COM 
ポート番号を正しく設定する。 


使用する UPS を正しく設定する。 

リジェント UPS l-UPS PRO 
(型番： N 8580 -28/29/28 AC /29 AC ) 
インテリジェント UPS BP-XI 
(型番： N 8580 -27/27 A ) 

インテリジェント UPS BP - XI-RM 

(型番： N 8542-07/08 /1 2/07 AC /08 AC ) 
インテリジェント UPS BP-XC 
N 8580- 19/20) 

ESMPR 〇/八1^〇17^1〇闩1^111119〇〇11び〇116「と連 
携して使用する場合に「する」を設定する。 
(連携して使用しない場合は、必ず「しない」 
に設定してする。） 

3. 正しく設定した後、 [UPSController マネ-シ''ャ]のメニューパーより、[ファイル]—[上書き保存]を 
選択し、設定を保存する。 

4. [コントロールパネル]の[サービス]を開き、 [ SPOC-I Service ] を再起動する。 

5. 前ページの動作確認をする。 



S _ P エージェント： 


シャットダウン釗御 

厂 


OS シャットダウン保留 B 寺間： 

秒 

イベントコマンド待ち合わせ時間： 

厂 

秒 


和ンセル 
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新規インストール 

ESMPRO/UPSController Ve 「2.1 を新規にインストールする手順を説明します。 


ESMPR 〇 / UPSController のアンインストール 


現在コンピュータにインス I ルされている巳31\/^卩〇/1^3(：〇巾「〇把「をアンインス I ル 
してください。 

巳31\/^1^〇/1^30〇门1:「〇116「のアンインストールは、 「 Exp 「 essSe 「 ve 「 Sta 「 tup 」 OCD - ROIV ^ 
「 ESMPRO/UPSController Ver .2.1( UL 1047-401) 」の Key-FD (キーディスク）を使つてアン 
インストールしてください。 

ESMPR 〇/1^3(3〇加「〇14「のアンインス I ルについての詳細は、 S ! l 冊の ESMPR 0/ 
UPSController © r セットアップカード」を参照してください。 

アンインストール後は、必ずコンピュータを再起動してください。 


インス I -ール 

ESMPR 〇 /UPSController のインストールは、 「 Exp 「 essSe 「 ve 「 Sta 「 tup 」 OCD - ROIV ^ 
「 ESMPR 〇 /UPSController Ve 「2. 1 (UL 1 047-401) 」の Key-FD (キーディスク）を使ってイン 
ストールしてください。 

ESMPR 〇 /UPSController のインストールについての詳細は、別冊の ESMPR 0/ 
UPSControllerO ^ v トアップカード」を参照してください。 
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アップデートインストール 

アップデートは次の手順に従ってください。 

1 . Administrators □一カルグループに所属するユーザーで□ク'オンする。 

2. 安全のために、必要最小限のアプリケーション ( Server サービスなど)を除くアプリケーションを 
終了する。 

3. 「スタートメニュー」一「設定」一「コントロールパネル」一「サービス」で次のサービスを停止する。 

• SPOC-I Service 

• ESMPR 〇 /ARC Service 

• SNMP Service 


4. 「 ExpressServerStartup 」 の CD - R 〇 M を CD - R 〇 M ドライプに、 「 ESMPRO/UPSController 
VerZ 1( UL 1047-401)」 の Key - FD (キーデイスク）をフロッピーデイスクドライプにセットする。 


5. 「 ExpressServerStartup 」 CD - ROM の中にある「 SETUP . EXE 」 を起動する。 
巳31\/^只〇/1^3(：〇门1:「〇116「のアップデートが開始されます 0 

6 . アップデート完了後、システムを再起動する。 
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7. 再起動後、 ESMPR 〇 /UPSController マネー ジャを起動し、 ESMPR 〇 / UPSController のパージョ 
ンを確認する。 


ESMPRO/UPSController Version 2.1 


以上でアップデートは終了です。 
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PowerChute plus Ver.5.11 J/5.2J 


BTO (ビルド • トウ-オーダー）でインストールされる PowerChute p/us Ver .5.1 1 J /5.2 J に 
ついて説明します。 

ビルド.トウ•才ーダーで指定されたバンドルソフトウェア、あるいはオーダーされたソフ 
Uvjq トウェアです。なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていません。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

Express サーバのモデルの中には出荷時に 「PowerChute p / t / s 」 がインストール済みの場合が 
あります。ただし 、 PowerChute p / las はデフォルト値の状態でインス!'■'ールされています。 _ 

ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセットアップしてください。 

ソ 

- フ 

PowerChute p / i / s サービス ( UPS-APC PowerChute plus Service ) の起動 卜 

ウ 

[コント□—ルパネル]の[サービス]を開き、 [ UPS-APC PowerChuteplus Service ] を開始 y 
してください。すでに [ UPS-APC PowerChuteplus Service ] が開始されている場合はその 編 
ままでかまいません。[コントロールパネル]を閉じてください。 


動作確認 

UPS-APC PowerChute p/us Service が起動後、約1分以上経過してから次の方法で動作を 
確認します。 

動作確認は、「確認1」、「確認2」の両方とも行ってください。「確認1」、「確認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の「設定変更」に示す処理を行ラ必要はありま 
せん。 

■ 確認1イベントビューアによる確認 

Windows 2000 /Windows NT の「イベントビューア」で PowerChute p / os が正常に起動 
していることを確認してください。 

1. [イベントビューア]を起動する。 

2 . [イベントビューア]のメニューバーから[ログ]を選択し、[システム]を選ぶ。 

3. 上記により表示されたイベントの中から[ソース]名が 「 ups 」 のものを選ぶ。 

4. イベントの[詳細]を表示し、以下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS との通信が確立しました。 

[異常] UPS との通信が確立できません。 

このイベントが存在した場合、この後の「設定変更」を参照して PowerChute plusGM 
定を変更してください。 

■ 確認2 PowerChute iD / i / s の GUI による確認 

「確認1」で「正常」を確認した後、次の手順で UPS の情報が正しく表示されていることを確 
認してください。 
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[スタート]メニューの[プロク'ラム]— [ PowerChutePLUS ] — [ PowerChutePLUS ] を起動する 0 
起動方法の詳細は PowerChute p / L / s の「インストールガイド」を参照してください。 


2. [ PowerChutePLUS ] のメイン画面（チヤート）で UPS の情報が表示されていることを確認する。 

[正常]データフィールドエリアの RJPS 出力」、「最小電圧」、「最大電圧」、 RJPS 温度」、「出力 
周波数」などが表示される。 

[異常] ups 情報の 「 ups 出力」、「最小電圧」、「最大電圧」、 tups 温度」、「出力周波数」などが 
グレーアウトで表示されている。 

この後の「設定変更」を参照して PowerChute " l / s の設定を変更してください。 


設定変更 

「動作確認」の「確認1」、ま/•こは「確認2」で「異常」だった場合は、次の設定内容を確認して設定 
を変更してください。 

1 . [スタート]メニューの[プログラム]— [ PowerChutePLUS ] - [ PowerChutePLUS ] を起動する 0 

起動方法の詳細は 、 PowerChute / d / las の「オンラインヘルプ」、または PowerChute / d / l / s に添付 
の「ユーザーズガイド」を参照してください。 

2. [ PowerChutePLUS ] のメニューパーより、[構成]-[通信パラメータ]を選択し、下記の設定画面 
を表示し、各設定内容を確認する。 



通信シグナルが[スマー 
トシグナリング]である 
ことを確認する。 


コンピュータと UPS の通信 
を行ラ COM ポート番号を正 
しく設定する。 


3. 正しく設定した後、[〇 K ] ボタンをクリックし、 「 PowerChutePLUS 」 のメニューパーより、[シス 
テム]一[別のサーバを監視]を選択し、再度監視するサーバを選択する。 

4. 前ページの動作確認をする。 

新規インスI-ール 

PowerChute p / t / s の新規インストール（再インストール）については 、 PowerChute p / us に 
添付の「インストールガイド」を参照してください。 


234 

































管理 PC 用バンドルソフトウェア 

Express サーバをネットワーク上から管理するための「管理 PC」 を構築するために必要なバンドルソフト 
ウェアについて説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


ESMPR 〇 /ServerAgent がインスI — ルされた Express サーバをネットワーク上の管理 PC か 
6監視 • 管理するには、 EXPRESSBUILDER にバンドルされている ESM PRO / 
36「ソ6「1\/13旧96「をお使いください。 

管理 PC へのインストール方法や設定の詳細についてはオンラインドキュメントまたは 
ESMPR 〇のオンラインヘルプをご覧ください。 

■： ESMPR 〇 / ServerManager の使用にあたっての注意事項や補足説明がオンラインドキュメン 

prrpn 卜で説明されています。添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 内のオンラインドキュメン 

卜 「 ESMPRO / ServerManager インストレーシヨンガイド」を参照してください。 
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Global Array Manager Client 


Global Array Manager (GAM) Client は、 GAM Server と連携して Mylex ディスクアレイシ 
ステムを監視し、グラフィカルな画面で簡単に管理や操作をすることができます。 



Express 5800/ I lOEeS ではこのソフトウェアをサボートしていません。 


GAM Client の動作環境については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオンラインドキュメント 
「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」を参照してください。 GAM の 
操作方法については、 CD-R 〇 MrEXPRESSBUILDER」 内にあるオンラインドキュメント 
「Global Array Manage 「オペレーションガイド」を参照してください。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に GAM Client があらかじめインストールされている場合もありま 
す。 GAM Client がインスI—ル済みの Express サーバに後から ESMPRO/ServerManager 
をインス!-ールした場合は、環境設定をし直してください。環境設定については後述の GAM 
Client の環境設定や CD-R 〇 MrEXPRESSBUILDER」 内にあるオンラインドキュメント 
「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」に記載しています。 

購入時、 Express サーバにインストール済みの GAM Server の設定内容については CD-ROM 
「EXPRESSBUILDER」 内のオンラインドキュメント 「Global Array Manager Client インス 
トレーシヨンガイド」に記載しています。 
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シームレスセツトアップを使ったセツトアップ 


GAM Client は添付の CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 に収められている Windows 2000/ 
Windows NT 自動インストールツール「シームレスセットアップ」を使ってインス I ルでき 
ます。 

シームレスセットアップ中にアプリケーションを設定するダイア□グボックスが表示されま 
す。ここで 「Global Array Manager 」 を選択してください。なお、シームレスセットアップ 
で TCP / IP の設定をするようにセットアップ情報を設定してください。 

シームレスセットアップで GAM Client をインストールした場合で、後から ESMPRO / 
361^/6「1\/|3阳96「をインス|ルした場合は、環境設定をし直してください。環境設定につい 
ては後述の GAM Client の環境設定や EXPRESSBUILDER 内にあるオンラインドキュメント 
「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」を参照してください。 


手動インストール(新規インストール） 

手動でインストールする場合は、以下の説明を参考にしてインストールしてください。 
インストールに関する詳しい手順については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオンラインド 
キユメント 「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」を参照してください 0 
また、 GAM の操作方法については、 CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 内にあるオンラインド 
キュメント 「Global Array Manage 「オペレーションガイド」を参照してください。 


GAM Client をインス I ルする前に 

GAM Client をインストールするときは、次の準備が必要です。 

• Windows の TCP / IP の設定が終了していること 

• Windows 2000 /Windows NT のシステムにインストールする場合は Administrators グ 
ループでログオンしていること 

• ESMPR 〇/36「ソ6「1\/|3阳96「のインストールが完了していること （ ESMPR 〇との連携を行 
ラ場合のみ） 

• マウスまたはその他のポインティングデバイスが使えること 
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GAM Client のインス I ル手順 


GAM Client のインストールは添付の CD-ROM 
「 EXPRESSBUILDER 」 を使用します。 

Windows 2000 - Windows NT 4.0 - Windows 
95/98 /Me では EXPRESSBUILDER の CD - 
ROM をドライブにセット後、 Autorun で表示さ 
れるメニューから [ ESMPRO ]— [関連ユーティ 
リテイ メニューへ ]— [Global Array Manager ] 
の順にクリックします。ここで表示される[セッ 
トアップオプシヨンの選択]ダイア□グボックス 
の [GAM Client インストール]をチェックし、 
[次へ]ボタンをクリックし、以降はダイアログ 
ボックス中のメッセージに従ってインストール 
してください(各ダイアログボックスでの推奨す 
る操作をヒントにまとめています）。 





H -0 • Windows 2000 /Windows NT のシステムにインス I ルする場合、インス I ル 

E 重马 時は Administrators グループでログオンしてください。 

• 本装置の他に GAM Server をインス I -ールしたマシンをお使いの場合はオンラインド 
キユメント 「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」を参照して 
ください。 

• Windows NT 3.51 をお使いの場合は、 EXPRESS 巳 UILDER 内にあるオンラインド 
キユメント 「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」を参照して 
ください。 


■ I ： • [Setup Complete] ダイアログボックスが表示された場合はチェックボックスのチェッ 

Uvp ] クをすべてはずして [Finish] ボタンをクリックしてくださし、。 

• [セットアップの完了]ダイアログボックスの [Global Array Manager[x.xx] の環境設定を 
行ないます]はチェックしてください。 
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GAM Client の環境設定 

GAM Client をインス I -ールした6、ここで説明する手順に従って環境設定をします。 


ESMPRO との連携のための環境設定 

GAM Client は、 ESMPR 〇と連携させることで、 ESMPR 〇の統合ビューアのメニューから 
GAM Client を起動できるようになります。 

esmPR 〇と連携するための環境設定は、次の場合に必要です。 

「ヒント I • GAM Client のインストール時に環境設定を行わなかったとき 

參 GAMCient の後に ESMPRO/ServerManager をインストールしたとき 


GAM Client と ESMPR 〇を連携させるための環境設定は「コンフイグウイザード」を使いま 
す。「コンフイグウイザード」は Global Array Manager の環境設定を行ラためのプ□グラム 
であり、起動すると ESMPR 〇と連携するための環境設定を自動的に行います。「コンフイグ 
ウイザード」は 、 GAM Client のインス I ル先のディレクトリにある 「 configwz . exe 」 を起動 
することで動作します。 


ショートカツトの作成についてく Windows NT 4.0、 Windows 95/98 のみ〉 

通常は、プログラムメニューから GAM Client を起動してください。 

新たに GAM Client のショートカツトを作成するときは、プ□グラムメニューにあるショー 
トカツトをコピーしてください。 

エクスプローラなどから GAM Client の ショー トカツトを作成したときは、 ショー トカツト 
のプ□パティを以下のように修正してご使用ください。 

• リンク先の内容 

く インスト-ル ハ。 7>¥ winact.exe / file : く インス H レ ハ。 ス >¥ gam 2 cl.act 
例） 

(変更前） 1 ’ C :¥ P 「 og「am Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ GAM 2 CL . EXE " 

(変更後） n C :¥ P 「 og「am Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ winact . exe " / file = C:¥Program Files 
¥ Mylex¥GAM Client ¥ gam 2 cl.act 

• アイコンのファイル名 

くインス ト-ル ハ 。 x >¥ gam 2 dljco 
例） 

(変更前) 1 ' C :¥ P 「 og「am Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ GAM 2 CL . EXE " 

(変更後)" C :¥ P「ogram Rles ¥ Mylex¥GAM Cfient ¥ gam 2 cl . ico " 

n-O Windows NT 3.51 に GAM Client をインス I -ールした場合のアイコンの作成方法に 
ついては CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 内にあるオンラインドキユメント 「Global 
Array Manager Client インストレーシヨンガイド」を参照してください 0 
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